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５
月
21
日（
木
）に
評
議
員
会
が
、22
日（
金
）に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
20
年
度
の
事
業
・
決
算
の
承
認
と
21
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

Ⅰ　

出
資
金
の
状
況

　

会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
出
資
金
は
、

新
た
な
出
資
承
諾
者
が
５
名
で
出
資
額
は

３
０
，０
０
０
円
で
し
た
。退
職
に
よ
る
返

済
は
３
５
１
名
３
，７
４
４
，０
０
０
円
で
、

出
資
残
高
は
１
１
５
，０
７
３
，０
０
０
円

で
し
た
。

Ⅱ　

会
館
の
管
理
業
務

⑴
会
館
は
年
末
年
始
の
閉
鎖
期
間
6
日

間
を
除
き
、会
議
室
等
を
常
時
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。土
日
祝
日

や
夜
間
は
2
名
の
職
員
が
交
替
で
勤

務
し
、朝
8
時
30
分
か
ら
夜
9
時
ま
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⑵
会
館
の
安
全
管
理
は
、別
表
の
よ
う
に

各
種
保
守
契
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
防
火
管
理
規
定
を
設
け
、年
2
回
の

防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し
て
防
火

管
理
組
織
・
自
主
消
防
組
織
を
編
成

し
、5
月
と
12
月
に
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。5
月
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）」を
設
置
し
使

用
法
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。万
一
の

と
き
に
救
命
対
応
が
で
き
る
よ
う
、定

期
的
な
講
習
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ　

福
祉
共
済
事
業

◎
会
館
共
済
Ⅰ
型
（
遺
族
生
活
給
付
金

共
済
・
医
療
プ
ラ
ン
）

　

教
職
員
の
万
一
の
死
亡
に
対
し
て
、安

価
な
掛
金
で
遺
族
に
年
金
方
式
で
の
共

済
金
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。現
在
加

入
者
総
数
は
約
１
２
，６
０
０
名
で
す
。

昨
年
の
第
23
共
済
年
度
（
平
成
19
年
9

月
1
日
〜
20
年
8
月
31
日
）で
は
、９
名

の
方
が
死
亡
さ
れ
、１
億
４
，１
０
０
万

円
の
遺
族
年
金
給
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

医
療
プ
ラ
ン
は
加
入
者
総
数
が
約
5
，

4
0
0
人
で
、給
付
は
２
０
２
件
１
２
，

６
４
８
，０
０
０
円
で
し
た
。

　

会
館
か
ら
の
「
特
別
給
付
」は
「
入
院

見
舞
金
」３
４
３
件
、「
出
産
祝
金
」１
４

６
件
、「
休
職
見
舞
金
」29
件
、「
医
療
プ
ラ

ン
初
期
入
院
給
付
金
」２
１
３
件
、「
退
職

祝
金
」91
件
、「
満
期
祝
」57
件
で
総
計
８

７
９
件
１
４
，０
７
８
，０
０
０
円
の
給

付
で
し
た
。

◎
会
館
共
済
Ⅱ
型
（
貯
蓄
型
生
涯
保
障

共
済
）

　

退
職
後
の
公
的
年
金
支
給
ま
で
の
『
つ

な
ぎ
年
金
』積
立
制
度
の
Ⅱ
型
は
、利
息

の
50
万
円
ま
で
は
非
課
税
で
有
利
な
制

度
で
す
。途
中
解
約
や
一
部
解
約
、終
身

保
険
へ
の
転
換
が
可
能
で
す
。１
，０
６

９
人
の
加
入
で
し
た
。

◎
退
職
者
福
祉
年
金

　

退
職
後
の
退
職
金
の
運
用
と
し
て
の

互
助
年
金
制
度
で
す
。運
用
金
利
が
低
迷

し
て
い
ま
す
の
で
、現
在
は
販
売
を
停
止

し
て
い
ま
す
。現
在
の
加
入
者
は
１
６
０

名
、９
億
６
５
０
０
万
円
の
信
託
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ⅳ　

教
育
文
化
事
業

　

教
育
会
館
は
営
利
を
目
的
と
し
な
い

法
人
で
す
。共
済
事
業
等
で
の
剰
余
金
を

教
育
文
化
事
業
の
資
金
に
し
て
い
ま
す
。

僻
地
校
等
へ
の
図
書
寄
贈
は
、平
成
20

年
度
は
別
表
の
小
中
学
校
20
校
、高
校
３

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
４
２
４

校
２
，１
４
５
万
円
の
寄
贈
と
な
り
ま
し

た
。小
中
学
校
20
校
の
内
５
校
は
「
読
書

教
育
重
点
校
」で
２
年
間
寄
贈
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

２
月
１
日
（
日
）に
県
か
る
た
協
会
主

催
の
「
第
21
回
熊
本
県
小
中
学
校
小
倉

百
人
一
首
か
る
た
競
技
大
会
」を
後
援
し

ま
し
た
。今
年
も
県
下
各
地
か
ら
多
数
の

参
加
が
あ
り
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
８
月
か
ら
始
め
た
教
育
会

館
「
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
」は
、別
表
の
先

生
方
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。来
館
者

の
感
動
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
教
育
文
化
事
業
と
し
て
、メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ
こ
ろ
ゆ
っ
た
り
講
座
』

を
８
月
10
日
（
日
）に
上
天
草
市
松
島
町

ホ
テ
ル
竜
宮
で
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
『
保
障

の
見
直
し
相
談
会
』を
８
月
18
日
（
月
）

か
ら
22
日
（
金
）ま
で
教
育
会
館
で
、ラ

イ
フ
ヘ
ル
プ
『
多
重
債
務
対
策
セ
ミ
ナ

ー
』を
８
月
20
日
（
水
）に
教
育
会
館
で
、

カ
ム
バ
ッ
ク
支
援
『
育
児
休
業
者
現
場

復
帰
セ
ミ
ナ
ー
』を
３
月
４
日
（
水
）に

水
前
寺
共
済
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。ま

た
、18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
電
話
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
チ
ャ

イ
ル
ド
ラ
イ
ン
く
ま
も
と
』の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成
平
成
2121
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定

年
度
の
事
業
計
画
を
決
定

教
育
文
化
事
業
を
拡
充
し
ま
す

基
本
方
針

１　

健
全
な
会
館
財
政
の
維
持
と
、安
定

し
た
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

２　

福
祉
共
済
事
業
の
教
育
宣
伝
活
動
に

努
め
、加
入
者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

Ⅰ　

会
館
の
財
政
・
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

⑴「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」を
発
行
し
、会

館
設
立
の
目
的
や
現
況
を
全
教
職
員

に
知
ら
せ
、出
資
や
共
済
事
業
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

⑵
事
業
収
入
・
管
理
経
費
の
状
況
を
分
析

し
、各
種
賃
料
等
の
適
正
化
を
図
り
ま

す
。

⑶
会
館
の
安
全
管
理
の
た
め
、関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
行
い
保
守
体
制
を
充

実
し
ま
す
。

⑷
個
人
情
報
の
保
護
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、「
教
育
会
館
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
（
個
人
情
報
保
護
方
針
）」を
は

じ
め
、法
令
及
び
そ
の
他
の
規
範
に
基

づ
き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。

⑸
会
館
の
今
後
の
補
修
・
改
修
の
た
め
の

積
立
を
進
め
ま
す
。

⑹「
制
度
検
討
委
員
会
」を
設
け
、会
館
経

営
の
分
析
を
行
い
、方
針
作
り
に
役
立

て
ま
す
。

⑺
教
育
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

情
報
の
開
示
と
共
に
教
職
員
に
役
立

つ
情
報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ　

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
Ⅰ
型
（
遺
族
生
活
給
付
金

共
済
・
医
療
プ
ラ
ン
）・Ⅱ
型
（
貯
蓄
型

生
涯
保
障
共
済
）の
加
入
者
拡
大
に
努

め
、制
度
の
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
Ⅰ
型
に
つ
け
た
会
館
共
済
独
自
の
「
入

院
見
舞
金
」「
休
職
見
舞
金
」「
出
産
祝

金
」「
退
職
祝
金
」「
満
期
祝
」の
特
別
給

付
制
度
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
医
療
プ

ラ
ン
の
１
〜
４
日
の
「
初
期
入
院
」特

別
給
付
を
継
続
し
、１
泊
２
日
か
ら
保

障
し
ま
す
。

⑶
ケ
ガ
入
院
・
通
院
を
保
障
す
る
共
済

『
傷
害
プ
ラ
ン
』の
お
知
ら
せ
を
進
め

ま
す
。（
小
中
学
校
の
み
で
す
）

⑷
公
立
学
校
へ
勤
務
す
る
全
て
の
教
職

員
の
皆
様
に
会
館
共
済
を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、シ
ス
テ
ム
等
の
改

善
を
進
め
ま
す
。

⑸
退
職
者
福
祉
年
金
制
度
は
継
続
し
ま

す
が
、募
集
は
停
止
し
ま
す
。

⑹「
給
付
審
査
委
員
会
」「
制
度
検
討
委
員

会
」を
設
け
、給
付
審
査
の
適
正
化
や

共
済
制
度
・
会
館
運
営
の
改
善
の
た
め

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

⑺
会
館
共
済
募
集
第
25
次
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
併
せ
て
、加
入
者
等
の
親
睦
交
流

を
進
め
ま
す
。

Ⅲ　

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
図
書
寄
贈
を
継
続
し
ま
す
。僻
地
校
か

ら
順
に
寄
贈
を
行
い
ま
す（
小
中
学
校

15
校
、県
立
学
校
３
校
）。さ
ら
に「
読
書

教
育
を
教
育
活
動
の
重
点
に
位
置
づ
け

て
い
る
」学
校
５
校
に
も
寄
贈
を
行
い
ま

す
。「
読
書
教
育
重
点
校
」へ
の
寄
贈
は

昨
年
か
ら
の
継
続
校
５
校
と
合
わ
せ
て

10
校
に
な
り
ま
す
。（
募
集
は
応
募
方
式

を
取
り
ま
す
。裏
面
の『
募
集
要
項
』を

ご
覧
下
さ
い
。）

⑵
県
か
る
た
協
会
と
の
協
賛
事
業
を
継
続

し
ま
す
。

⑶
教
育
会
館
『
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』
を

開
催
し
、
熊
本
の
教
育
に
関
係
の
深

い
方
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
展
示

計
画
は
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度　

図
書
寄
贈
校

小
･
中
学
校（
20
校
）

荒
尾
･
玉
名 

◎
平
井
小
学
校

鹿　
　

本 

米
田
小
学
校

菊　
　

池 

◎
泗
水
小
学
校
、◎
七
城

中
学
校

阿　
　

蘇 

古
城
小
学
校
、北
里
小
学

校
、波
野
小
学
校

上
益
城 
津
森
小
学
校

宇　
　

城 

◎
網
津
小
学
校
、◎
住
吉

中
学
校

八　
　

代 

第
八
中
学
校

人
吉
･
球
磨 

大
畑
小
学
校

天　
　

草 

城
河
原
小
学
校
、上
北
小

学
校
、中
北
小
学
校
、教
良

木
小
学
校
、大
多
尾
小
学

校
、手
野
小
学
校
、下
浦
第

一
小
学
校
、倉
岳
中
学
校

県
立
学
校（
3
校
）

高　

校  

熊
本
養
護
学
校
、水
俣
高

校
、玉
名
高
校

平
成
20
年
度
の
事
業
報
告

平
成
21
年
度
の
事
業
計
画

 理事長 東　　市子 熊本県教職員組合

 副理事長 今泉　克己 熊本県高等学校教職員組合

 〃 藤本　和夫 熊本県教育庁福利厚生課長

 常務理事 西嶋　　正 熊本県教職員組合

 理　事 松崎　哲郎 大野小学校

 〃 林　　賢一 波野中学校

 〃 竹田　妙子 合志南小学校

 〃 今村　良博 豊福小学校

 〃 杉田　正幸 熊本県教職員組合

 〃 小林　敏夫 熊本西高等学校

 〃 上島　徹則 大津養護学校

 〃 石原　哲哉 熊本養護学校

 〃 原田　憲一 熊本県小中学校長会事務局長

 〃 田中　和幸 熊本県公立高等学校長会事務局長

 〃 高嶋　裕治 熊本県総務部総務事務センター長

 〃 飯川　　昇 熊本市総務部職員厚生課長

 〃 松石龍太郎 熊本市教育委員会事務局教育総務部総務企画課長

 〃 藤本　輝美 元理事長

 〃 葉室　正信 元理事長

 〃 光永　新治 前理事長

 〃 吉田　　恪 元副理事長

 監　事 伊藤　伸昭 大津北中学校

 〃 大橋　勇一 砥用中学校

 〃 豆塚　健治 湧心館高等学校

 〃 嶋田　久義 東稜高等学校

 〃 吉永　　茂 公認会計士

平成21年度役員

 １ 清掃管理 日本ビル管理
 ２ 塵芥収集 熊本清掃社
 ３ エレベーター 三菱テクノサービス
 ４ 電設保守 原田一義
 ５ 自動ドア 熊本ナブコ
 ６ 電話保守 ＮＴＴ西日本
 ７ ロスナイ 空研工業
 ８ 消防設備 ユージー防災設備
 ９ 火災保険 全労済生協

◎
は「
読
書
教
育
重
点
校
」

熊本県教育会館『アートのひろば』 『教育会館ホームページ』4月20日オープン会館共済第25次
キャンペーン 記念抽選会のお知らせ

《平成20年８月～21年5月　出品者、敬称略》 

・8～9月期 蔵野由紀子（嘉島町） 油彩画展
・10月期 中島　昭二（八代市） 洋画展
・11月期 岡本　　厚（菊池市） 油彩画展
・12月期 服部　秋彦（山鹿市） 油彩画展
・１月期 宮中　千秋（熊本市） 水彩画展
・２月期 高橋　幸二（熊本市） アクリル画展
・３月期　　相馬　正道（菊陽町） 油彩画展
・４月期　　西嶋　好美（城南町） アクリル画展
・５月期　　安永健二郎（熊本市） 油彩画展http://www.kumamoto-kyouiku-kaikan.jp/ 

ホームページを開設しました。 
教育会館運営の情報開示と、教職員のお役に立てる情報
の発信に努めます。 
お気軽に開いてみてください。 
会館概要 業務・財務 お問い合わせ 会議室

会館共済 最新ニュース・イベント 会館ニュース 交通アクセス

教育文化事業 福利厚生事業 INFORMATION 他

記念品 

抽選日 

エコマイバッグ　1250個 1 

エコ保冷バッグ　1250個2 

エコマイはし　　1250個

９月中旬 

発　表 ９月下旬ホームページにて 

3 

『会館共済』加入者の中から3,750名に当たります。
記念品は10月末までには勤務校にお届けします。

各種メンテナンスの契約状況
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成
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年
度
の
事
業
計
画
を
決
定



教育会館ロビーで開催の『アートのひろば』の展示計画です。いずれも熊本県の教

育に深い関係があった方々の企画展です。教育会館においでの際はぜひご鑑賞い

ただきますようご案内いたします。

10月期　藤本　輝美　 （御船町） 油彩画展

１１月期 田中　辰乃 （熊本市） 日本画展

１２月期 正村タカシ （熊本市） 水彩画展

１月期 宮崎　康親 （熊本市） 油彩画展

２月期 吉富　貞夫 （玉名市） 水彩画展

３月期 小林　孝夫 （熊本市） 油彩画展

４月期 尾崎　輝武 （熊本市） 日本画展

支援しています。

無料
電話 0120-99-7777

チャイルドラインくまもと

この電話にかけられない人は０９６-２１１-５１１７

《毎週月・金曜日：午後4時から午後9時まで》

⑴事業の目的

　『読書教育』を教育活動の重点に位置づけておられる

小中学校に図書を寄贈し、読書教育の取り組みを支援します。

⑵寄贈金額及び年数　1年に１０万円とし、２年間寄贈します。

⑶寄贈校数

　小中学校５校を募集します。

⑷寄贈校へのお願い

　読書教育の推進のため、「取り組みの様子」を教育会館までご報告下さい。他

校の参考になることを目的に、Ａ３の用紙１枚（白黒）に簡単にまとめてください。

教育会館のホームページに掲載させていただきます。（詳しくは寄贈の時にお

伝えします。）

⑸応募の方法

　「下記⑺の応募の記入事項」を（Ａ４用紙１枚）にご記入の上、教育会館まで

「郵送かＦＡＸ」にてお届け下さい。締切は６月末日とします。

⑹寄贈校の決定とお知らせ

　審査のうえ、７月末までに寄贈決定校へお知らせします。図書の寄贈（図書券）

は８月末までにはお届けします。

⑺『教育会館・読書教育重点校への図書寄贈事業』への応募の記入事項

　Ａ４用紙１枚に以下のことをご記入下さい　①学校名　②校長氏名　③担

当者氏名　④連絡先（住所、電話番号）　⑤児童生徒数（学級数）　⑥読書

教育の取り組みについて　⑦応募の理由・その他（何かあればご記入下さい）

メンタルヘルス 

「こころゆったり講座」を開催します 

メご案内 

ライフヘルプ 

「多重債務対策セミナー」を開催します 

ラご案内 

⑴目　　的 忙しい毎日を過ごされる教職員に、ゆったりとした時間、自

分を見つめ直す時間をご提供するために開催します。

⑵内　　容 第１回テーマ「人間関係を深めるコミュニケーションの方法」～

仕事のストレスを理解し自己管理（セルフケア）とともに、同僚と

の相互支援の方法を知る～

 第２回テーマ「心身を癒すリラクゼーションの方法」

 ～ストレス対処法として心身の疲労や免疫強化等にも効果

があるリラクゼーション技法を実習する～

⑶講　　師 臨床心理士・森川 泰寛 氏

⑷参加対象 熊本県下の公立学校に勤務する教職員向けの講座です。第１

回、第２回ともに各25名の定員です。昨年参加されていない

方を優先します。リラックスできる服装をお持ち下さい。（ジ

ャージ、綿パン等）

⑸開催日時 8月７日（金）

 第１回　集合（ 9：50）講座（10：00～11：30）

 講座の後に昼食となります

 第２回　集合（12：30）講座（14：00～15：30） 

 昼食の後に講座となります

⑹会　　場 水前寺共済会館（熊本市水前寺1丁目33－18）

⑺参 加 費 1000円（食事代）

⑻申 込 先  熊本県教育会館　担当（福永、佐方）電話（096－372－3800）

⑼申込締切 7月10日（金）16時まで、必ず電話でお申込下さい。

カムバック支援

「育児休業者現場復帰セミナー」を開催します

カご案内

⑴目　　的 県下で3万3千人と推計される「多重債務者」の問題が、社会の

大きな課題となってきています。この課題をどう捉え対応す

ればいいのか。公務員の世界も例外ではない状況の中で、具体

的な対応策を考えます。

⑵講　　師 弁護士・森 徳和 氏（熊本市教育委員、熊本市井芹中学校ＰＴＡ

会長、熊本市ＰＴＡ協議会会長、他）

⑶参加対象 熊本県下の公立学校に勤務する教職員

⑷開催日時 8月６日（木）10：00～12：00

⑸会　　場 熊本県教育会館　第４会議室

 （熊本市九品寺1－11－4）

⑹申 込 先 熊本県教育会館　担当（笹浪、吉邑）

 電話（096－372－3800）

⑺申込締切 先着順となります。必ず事前に電話で申し込んでください。

熊本県教育会館『教職員の電話相談室』

○相談日 毎週火曜日

○時　間 夜７時～10時

○方　法 電話での相談（個人情報など秘密は厳守します）

○内　容 仕事のこと、家庭のこと、人間関係のことなど何でもお話し

下さい。

ライフプラン 

「保障の見直し相談会」を開催します ご案内 

⑴目　　的 「安い掛金で、保障も十分ほしい」と保険・共済の見直しに対

するニーズが高まっています。コープ熊本では、県下小中学

校の教職員に対する「保障の見直し」相談活動に取り組まれ

ていますので、コープ熊本との協賛事業として開催します。

お一人お一人のご相談に応じます。

⑵相 談 員 コープ熊本・保障専門スタッフ

⑶参加対象 公立小中学校に勤務する教職員

⑷開催日時 8月17日（月）～21日（金）

⑸会　　場 熊本県教育会館（熊本市九品寺1－11－4）

⑹申 込 先 コープ熊本学校生活協同組合・教職員事業部　担当（蓑田）

 電話（096－375－3933）ＦＡＸ（375－3955）

 受付時間（月～金の9：00～18：00）

⑺申込締切 7月31日（金）先着順となります。（電話かＦＡＸで）

⑴目　　的 育児休業中の教職員が現場復帰する際に、少しでも不安を解

消してスムーズに教育現場に復帰できるように、県教育委員

会、公立学校共済組合にご協力いただいて開催します。

⑵講　　師 県教育委員会・公立学校共済組合から

⑶参加対象 熊本県下の公立学校に勤務する教職員で育児休業を取得中の方

⑷開催日時 12月8日（火）13：00～16：00

⑸会　　場 水前寺共済会館（熊本市水前寺1丁目33－18）

⑹申 込 先  熊本県教育会館　担当（福永、佐方、笹浪）電話（096－372－3800）

⑺申込締切 10月30日（金）16時まで、必ず電話でお申込下さい。

 （参加希望が多い場合は、先着順となります。ご了承下さい。）

企画展示のご案内
熊本県教育会館

『アートのひろば』

０９６－３７２－３８１０

～チャイルドラインくまもとは、活動を始めて2年目になります～

『教育会館・読書教育重点校』
　を募集します
『教育会館・読書教育重点校』
　を募集します
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支援しています
『チャイルドラインくまもと』『チャイルドラインくまもと』を

死亡 
給付金 

入院 
給付金 

入院 
見舞金 

休職 
見舞金 

出産 
祝金 

退職 
祝金 

会館共済第25次キャンペーンでは、各学校にたいへんお世話になり、ありがとうございました 

各種給付金の申請はお済ですか？
申請期間が3年間に延長されました 

まず教育会館へお電話下さい 

担当：福永、佐方

TEL096-372-3800

を開設しました『レモングラス』
心を前向きにし、頭をすっきりさせ、

エネルギッシュになりたい時に

効果があるハーブです。

平成21（２００９）年６月２２日 第６８号　（2） 
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